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＜ 日本における「英語教育の失敗」 ＞ 

 これから先の時代を生きていく子供たちには「国際感覚」という知識を身に付けさせるとともに「国家の境界を越え

た行動力」を育てる必要があります。この目的のために、国際標準語である「英語」をどうしても身に付ける必要があり

ます。このような見地から日本の文部科学省は、ここ２０年間余りの間に数々の政策を実施してきました。しかし残念な

がら良い効果が出ているようには見えません。 

いったいどうしてなのでしょうか。いくつもの原因があげられます。①英語を指導する教師に発音や文法上の指導能力

が欠けている➁学校で使う教科書や教材が良くない③授業時間や授業環境が英語教育に対応していない④子供たちが甘

やかされて育っており外国人と競う必要があることへの認識が足りない⑤英語の前提として日本語のしっかりした学習

が要求されるにもかかわらずこの国では自分の国語の勉強を真剣に考えていない➅受験制度があるためにまともな英語

指導が不可能であるなどいくつもの理由が考えられるでしょう。 

しかし館長の森は、「英会話を中心に教えているから逆に英語力が伸びない」ということと、「中学と高校での一貫した

英文法の授業がなされていない」ということが英語力が身に付かない大きな原因であると考えています。 

その① 「この国の子供たちは、中高の６年間も英語を教えているのに全く英語が話せない。だから、小学校から英会

話を中心に教えるべきである」というのが国の方針になっています。そのため現在のほとんどの中学の教科書は英会話中

心になっています。しかし実は「英会話に使われる文章は省略がとても多く」なおかつ「会話文は文法的にはとても難解

なのが多い」ために理解は困難なのです。このように考えると、英会話は英文法が身に就いたあとでするべきなのです。

このようなことから最近の中学生の傾向として、「教科書の中に会話のページが増えれば増えるほどみんな成績が落ちて

いる」という悲惨な結果になっているのです。 

その② ＮＨＫで英語を教えていたパックンが言うように、英語は「英語の文法」がわからないと真の実力は身に付き

ません。にもかかわらず、多くの中学生が「英文の意味を把握する際に、英単語の意味を調べて、それを勝手につないで

日本語の文章にして、それで英語がわかったと理解しているところ」に大きな問題あるのです。英語は「基本５文型」の

構造とそのつなぎ方がわかれば簡単な言語なのです。そして文法的に日本語に訳さないと、いつまでたっても英語力がつ

きません。この目的を達するためには、中学と高校の指導上の垣根をなくして、中学から高校まで一貫した共通の英文法

の用語を使って教えればよいだけの事なのです。 
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＜ 「大学の堕落」 ・・・誰が日本の素晴らしい大学制度を破壊したのか ＞ 

 大学を中心とした日本の教育制度派かつては素晴らしいものでした。確かに入学試験という制度が窮屈な側

面をもたらしていましたが,それでも日本を代表する東京大学や京都大学の世界での地位は世界のトップクラス

でした。 

しかし、「新自由主義」という効率優先そして利益優先という、「間違った自由」の主張がミルトン・フリード

マン達によってアメリカ合衆国で約５０年程前に発せられ、そもそも「こすっからいカルバン主義の商人が牛耳

るアングロサクソン人であるアメリカ人」がこれに食いつき、世界中を利益中心主義社会に移してゆき、とりわ

け旧ソ連崩壊後は、「倫理的な意味での」競争国家がなくなり、（つまり旧ソ連や、現在の中華人民共和国は「国

内の貧者をなくそう」という国家理念があるということ）スタンピード（＝暴走）が始まり、世界中の経済シス

テム、社会保障システム、自然保護システムなどをことごとく破壊して２０２０年の今日に至りました。 

その流れの中で、日本というアメリカの子分の国家は、アメリカの言いなりになって、「大学」という国民のす

べてを守るべき学問の場、たとえそこが「象牙の塔」として内向的であると批判されようとも、誇り高い学問そ

して教育そして研究の場である大学を「独立行政法人化」とか何とか言って、民間の競争システムに組み入れ、

税金の投入を減らした結果、みじめなほど大学の研究論文は減り、東京大学や京都大学の、世界の大学ランキン

グの地位も大きく格下げされるようになってしまいました。つまり、日本の大学そして研究者を時間的に金銭的

に追い込み、その成果をひどいものにしたのは、日本国政府であることを理解してください。 

その上で、今後は大学の研究者や教授にたくさんの税金を投入して、企業の利益ではなく、すべての個々の日

本人そしてすべての世界の人々の生活や平和、そして地球環境を守るために、何の不安もなく研究に没頭できる

学者を育てていきましょう。それができれば日本という国が再び世界のリーダーになれるのです。 

※２０２０年７月に配布しました経済理論報告書で「新自由主義」が破たんしたことは報告済みです。（森） 
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＜ 使い古した教材や書籍をどう処分するか ＞ 

館長は最近エーリッヒ・フロムというとても有名な心理学者の「自由からの逃走」を買いなおしました。この本

は大学の教科書で使っていたものなのですが、どこかに行ってしまったので仕方なくお金をかけてしまいました。

この本は例外で、館長はこれまで購入した書籍のほとんどを保管しています。というのは、「あれ、どうだったか

な？」というように、過去に学んだことや、過去に仕入れた情報が２０年や５０年たっても必要と感じる時が来る

からです。同じ年齢の友達とよく話すのですが、人間は何歳になっても、青春時代とあまり変わらないからなので

しょう（笑）。５０年前のことが昨日のことのように思い出されるものなのです。 

そこであなた対はこれから学ぶ教科書や購入する書物をどこまで保存しておくべきか、参考意見を書きます。 

①中学時代はまだ基礎が出来ておらず、高校になってから本格的な学習に入りますので、中学時代の教材は大学に

入るまで保存すればよいでしょう。（大学入試の英作文の強化には中学の教科書が良いという指導がなされること

が多いのです）英語以外は、高校で詳しい教科書を購入した後処分してもかまいません。 

②中学時代での教材でも、志成館で購入した「国語の便覧」や「館長が作った年代暗記法」や「英語の暗記用の単

語集」は高校以降でも頻繁に使いますので保存しておかなければなりません。 

③高校の教科書や参考書は大切に保管してください。まず第１には、大学が終わるころの公務員試験で勉強し直す

必要があるからです。第２にその後の長い人生での「専門分野でない事柄」についても高校程度の知識が必要とさ

れるからです。 

④大学以降の教材は全部保管する必要があります。自分の一生の力になり続けるからです。館長もほとんどすべて

保存しています。ときどき眺めると、その本を使っていた時を如実に思い出すのです、悪い思い出も同時に。 

⑤教科書でない小説や童話や一般書や専門書はスペースがあるなら、一生保管する必要があります。仕事に関係が

ないと思って処分するとどうしても買いなおすお金が必要となるからです。 

結論として、スペースがあるなら、教科書や参考書や書籍は、すべてを保存しておく価値があるということです

（笑） 
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＜「素直に学ぶ姿勢の大切さ」・・・小学校高学年は知識の受容力が豊かである ＞ 

小学生の高学年の世代は、まだ偏見（へんけん＝誤った予備知識や決めつけ）をあまり持っていないので、真

実を素直に受け入れる能力があり、その意味では「小学校高学年の頃が一番頭がよい」と言えるのかもしれませ

ん。中学生の高学年からは、テストで点になる学習しかしなくなる生徒が多くなるし、大人になると、お金儲け

や出世や安定した生活を優先させるので、どうしても自分に都合がよいことしか受け入れない人が多くなり、真

実を学ぼうとする人たちが少なくなるように思えます。もちろん例外はたくさんありますが。 

ところで、志成館の教育方針は「真実を教えること」です。それも信頼できる学者（＝主に大学の教授レベル

の知識人）の人たちの著作（ちょさく＝出版された書物や論文のこと）を通じてです。そのためにテレビや新聞

そして普通の大人の人たちが巷（ちまた＝普段の生活の中）で話していることと異なることもたびたびあります。

その点で塾が批判をされることもあります。しかし次の事だけは理解しておいてください。「テレビやネットや

新聞の情報は、そのメディアを通じて情報を提供している会社やお金も権力もある人たちや国家の支配者層によ

ってつくられており、これらの支配者層の利益に反することが語られることはほとんどないということ」です。 

志成館を信じ、賢人の知識を学び、自分から進んで深く学ぶ気持ちを持って、自分が得する情報だけでなく、

「日本や世界の歴史そして現在の真実がわかる人間」に育ってください。そしてその知識を「自分の素晴らしい

未来をつくるために」そして「世界中を平和にし、環境汚染もなく、世界中の人々の経済格差がなくなり、移民

の人たちの悲惨な生活が解消されて自国で豊かな生活ができる世界にするために」使ってください。あなた達の

これからの長い人生を考えると、現在の学習の尊さは言葉で表せないほど大きいものです。 

志成館にはいろいろな教材や書籍や雑誌や資料やデータがあり、あなた達が求める資料は、必要な時にはすぐ

に福岡市内の大きな書店やネットで購入しています。自分の輝かしい未来のために、日々「真実を学ぶ努力」を

し続けてください。 

 

 
ＮＯ. １０３ 幸せになるための思考方法 
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＜ 「戦後のこれまでの教育の評価」・・・教育基本法の理想は実現したのだろうか＞ 

本当の教育とは、「自分や他者の住む社会を伝えられるままに受け入れるのではなく、自分から進んで真実を

求め、自分の住んでいる社会や世界の様々な問題点を批判的な精神を持ってとらえ、よりよい社会を構築しよう

という意識を持った、自立した人間を育てること」である。これは現在の教育基本法の理念でもある。 

しかしこのような視点から見ると、戦後の教育は失敗であったと評価せざるを得ないだろう。というのは多く

の人間、とりわけ多くの若者や子供たちが、権威ある人間や富裕層や営利企業の経営者たちによる、彼らの利益

にとって望ましい内容の学校教育や、社会の仕組みの理解のさせ方や、メディアによる人間形成上の世論操作に

対して、従順に従うことが美徳であり、素直であることこそが教育の目的であると受け容れてきたからである。 

その結果が、目を覆いたくなるような格差社会の実現であり、大人から子供までにはびこるいじめ社会の実現

であり、ゲームやネット社会に閉じこもる引きこもりになった多数の若者の製造である。テレビ画面を見ると「大

人たちに操（あやつ）られて、まさしく文字通りに『大人たちに狂ったように歌い踊らされる』学習よりも目先

の享楽（きょうらく＝楽しさ）を追い求める子供たちの無残な姿である。 

このまま歌い踊って楽しい人生が続くのならそれはそれでよいと言えよう。しかし目の前には、地球温暖化や

海洋や大気汚染、いつ起こるかもわからない核戦争やドローン戦争の懸念、そして無意識のうちに人間を苦しめ

ている日本や世界中での労働環境の悪化と格差問題などがある。そちらに目を向ける方が優先するはずである。 

このように壊れかかった社会が簡単に良くなるとは思えない。だからあなた達には、一方では「このような壊

れかかった薄情な社会で生き抜いて、豊かな人生を築くために、日々学習をして良い点数を取って、入りたい高

校や大学や会社に入って、経済的な豊かさを保ちながら、好きな仕事をするための努力を怠ることは許されない」。

同時に「社会に存在する諸問題に対して、批判的な精神を持って真剣に学ぶ責任があり、そして日々自分ででき

る範囲で、よりよい社会にするための行動もし続けなければならない」。厳しい時代である。 

これからはあなた達の時代です。グレタ・トゥーンベリさんたち若い世代と共に、理想の未来を築く努力をし

続けてください。 2020年の初春のための館長からのメッセージです。 

 ＮＯ. １０４ 幸せになるための思考方法 

 



2020 年 春 志 成 館 

 

＜ 「先生」になる資格がある人とは  ＞ 

「先生」と言うとあなた達はとりあえず学校の先生が頭に浮かぶでしょう。しかし医師や弁護士などの専門職

の人も「先生」とふつう呼ばれています。国会議員も「先生」と呼ばれておだてられることを好みます(笑)、本

当は「公僕」なのですが(泣)。地位や名誉や資格がある人が先生なのでしょうか。いずれにしても「先生」とい

う言葉の意味は多様であり、定義づけることは難しいみたいですね。 

館長が考える「先生」とは、『自分がしている仕事を頑張り、技術や経験を身に付け、誇りを持って誰にでも自

分の専門分野の技術や知識を他者に教え伝えることができる人たち』だと考えています。ですから誰にでも先生

になる資格があるということになります。 

世の中には無数の仕事があり、その仕事ごとに、特別の知識や技術や経験が必要とされます。高度な哲学や物

理学や医学といったノーベル賞に分類されている領域だけではなく、多方面での芸術やスポーツの指導者はもち

ろん、たとえば引っ越し業の人やレストランの接客業にも農業や漁業の従事者にも知識や経験が要求されるので、

それぞれの分野に「先生」と呼ばれる人たちがたくさんいることになります。 

ほとんどの職業で、コンピューターやＡＩなどに操られる人間が多くなった現代です。そこではコンピュータ

ーやＡＩなどの機械こそが先生であり、人間はコンピューターに操られるロボットになってしまっているのが実

態だと言っても過言ではないでしょう。しかしそのような社会になったとしても、真の意味での知識や経験や勘

などを備えて、真の意味で「先生」になれるのはやはり人間ではないでしょうか。 

お願いしたいのは、将来あなた達がどのような仕事に就くにしても、懸命にその仕事に励み、専門的な知識を

身に付け、ほかの人やコンピューターが備えていないような技術力を持った「先生」になってほしいということ

です。そしてそれを誰にでも教えることができる「先生」になってほしいということです。 

さらに、現在あなた達が普段接している人たちの中で、懸命に仕事をしている人たちを、たとえそれがどんな

種類の仕事であっても、尊敬してほしいということも付け加えておきます。 
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＜ 「常に被害者の立場に立つこと」・・・その意識があなたを救う ＞ 

最近は地球上での大地震や大水害が目立ちますが、大戦争や大飢餓、パンデミックな伝染病は古くから世界中

で起こっており、これらの大惨事（＝ディザスターdisaster）は今後も絶えることはないでしょう。 

あなた達は色々な書物や映像で過去の大災害や大戦争の悲惨さを知っているはずです。しかしこれらを「知る」

だけでは足りません。これらの「被害者に同情する」だけでは足りません。えっ？どういうこと？ 

必要なことは「自分が被害者になった意識を持つこと」なのです。つまり大地震で壊れた建物の中で押しつぶ

されて死んだ自分、大洪水で水に流されておぼれ死んだ自分、戦争で特攻隊員として死んだ将来性あふれる自分、

原子爆弾で黒焦げになって死んでいった自分を意識するのです。他者の悲しみを自分で感じることで、初めてあ

なたは本当の「人間」になれるのです。人の心がわかる、真の意味での「人間」になれるのです。 

このことが理解できれば、過去から今日までの歴史を学んで、世界中で悩み苦しんでいる人たちのために「自

分は何をするべきか」「自分には何ができるか」がわかるはずです。この目的のために、日々懸命に学び続ける必

要があることがわかると思います。これが館長からあなた達に贈る最も大切なメッセージの一つになります。 

そしてもし、このメッセージを真剣に受け止めることができたら、あなた達の人生は安全になります。つまり、

このような大惨事や悲劇いつも自分の問題であると意識して生きていれば、あなた自身やあなたの愛するものや

人たちを、このような大惨事から逃れそして大惨事を防ぐ知識や力を与えてくれるからです。 

さらに論理を飛躍させます。もしあなたがこのような意識を持って日々の生活を送ることができる

なら、あなたは将来、世界中の人たちを救える人間に成長するのです。 
 

※ 因みに、このことを教えることが、森先生や志成館の存在価値の一つだと真剣に考えています。 
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＜  館長は「頭が良い人よりも努力家の方が好きである」 ＞ 

志成館の森館長は、頭が良い人が嫌いです。特に「自分は頭が良いと思っている人」が大嫌いです。その理由

は自分が頭が良くないので、嫉妬（しっと＝じぶんより優れた人を羨（うらや）ましがって憎むこと）心による

ものかもしれません。しかし館長本人が考えている理由は、「頭が良い人は、ある程度の未来が予測できる。つま

り頭が良い人たちは、自分にはこれこれができる、しかしそれ以上はできない、そして社会や周囲も同様で、こ

れこれになり、それ以上にはならないであろうという判断ができる（・・・というかそういう判断をしがちであ

る）。その結果として、自分や社会の現実的な「限界」を意識するようになり、その限界以上の可能性を認めよう

とせず、その限界を乗り越えようとする努力を、無駄であると否定しがちな人間になってしまうことが多いよう

に思える」と考えているからなのです。館長のひどい偏見（へんけん＝ある人や事柄を悪く決めつけてしまうこ

と）なのかもしれません。 

しかしそれなりのレベルが高い高校や大学に行くと、とても優れた人間に出会うのですが、館長が出会った多

くの「頭が良いと思っている秀才たち」は、将来を見限って、あまり努力をしないというか、クールに決め込ん

で、ややこしいことや大変な事に体を張って立ち向かうという人たちが少なかったように記憶しているのです。

（もっとも実際の社会では、このような「われ関せず」の人たちが出世するのですが（泣）） 

館長が好きなタイプは、一見不可能と思えることにも果敢に挑戦し、自分の持っている力を全部使って、懸命

に努力をしようとするタイプです。結果も出ず、世間の笑いものになり、みじめな生涯を送ることになったとし

ても、そのようなタイプが好きです。というのは、歴史をつくり、人々の平和や豊かさを実現するのに貢献した

人たちの多くが、実は秀才ではなく謙虚な努力家だからなのです。歴史を真剣に学べばすぐにわかります。 

人間の可能性は無限にあるはずです。あなた達は、例え自分がまだ学力で友達に劣っていると感じていてもか

まいません。必要なことは大きな目標を作って、それに向かってコツコツと努力をしていく姿勢なのです。多く

の偉人たちが語ってきたように、その努力があなたを大成させてくれるのです。 
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＜ 「学問=科学＝客観性」と「選択=自由＝主観性」の違いを理解しましょう ＞ 

 学習塾は「学問をする場所」であり、科学をする場所です。ですから志成館の「幸せになるための思考方法」は、「学問」の視点

から同じような文章を何度も繰り返し述べています。今回も同じ視点からの文章です、うんざりしないで付きあってください（笑）。 

 「学問」は「科学」であり「科学とは真実を素直に受け入れること」です。「客観性を重んじる姿勢」です。ですか

ら学問をするときには「自分」を持ち出してはいけません。滅私（めっし=自分を表に出さないこと）に徹する必要があるというこ

とです。自分の好みや希望を一切入れてはいけません。今回は、話を分かりやすくするために、館長の大好きなラーメンを話題に

したいと思います。 

館長はラーメンが大好きです。「どこのラーメンがおいしいと思いますか？」と尋ねられたら、福岡では赤のれん（節ちゃん）ラ

ーメン、久留米では丸星ラーメン、福島の喜多方でまこと食堂、北海道の旭川では山頭火、熊本では桂花ラーメンと答えるでしょ

う。これらのすべてを食べ歩いているからです。しかしこの館長の話を素直に受け入れてはいけません。というのは、この見解は

館長の個人的な好みの話にすぎないからです。人間は、一人一人好みがあって、美味しいか美味しくないと感じるかは人それぞれ

によって全く異なるからです。「館長のラーメンの好みの話は科学＝学問の話ではない」ということなのです。 

それでは「ラーメンを学問的に理解する＝科学する」ということはどういうことなのかを具体的に述べます。それは、日本中さ

らには世界中の「ラーメンなるもの」を食べ歩いて、麺やスープなどの傾向を分析し、分類し、それぞれのラーメンにはどのよう

な傾向や個性があるかをありのままに調べて、理解し、記述するということになります。そのことによって「ラーメン」なるもの

が一体何であるのかが理解できるはずです。これが「ラーメン学」なのです。 

そのことを理解したうえで、自分はこんな味や麺のラーメンが自分に合っている、この地方のこの店のラーメンが大好きだとい

う「選択」をするのです。選択は「自分の好み＝自由＝主観」の問題であって、人それぞれ自由に自分の主張をしてよいのであっ

て、その選択の価値は、個人を尊重する立場からは全く平等なのであって、他者からどうのこうのと言われる筋合いはないのです。 

現在のあなた達は「学問」をしています。ということは、世界中のラーメンを食べ歩いている段階なのです。そこでは自分の信

念や希望を表に出さず、科学的な真実を素直に受け入れる必要があるということです。学問をした後で「自分」を決めるのです。 

★以上の文章についていけたら、あなたは誰が見ても「公平でまともな判断ができる立派な人間である」と尊敬され続けるでしょ

う。というのは、今回の「幸」のこの文章は、世界で通用する、学問的にとても価値あることを述べているからです。 

(｀・∀・´)エッヘン!（館長の自画自賛と批判されるかもしれませんが・・・とっても科学的で貴重な言説なのです） 
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＜「政治家や公務員の国民に対する責任」とは ＞ 

現在、世界中でＣＯＶＩＤ-１９（コロナウイルス）によるパンデミックが大問題となっています。それぞれの国々

の指導的立場にある人たちや、医療に従事する人たちの奮闘は、各方面で理解することができると思います。 

今回は「政治的に指導的立場にいる人たちの心得」について述べます。といっても、私の個人的な見解ではありませ

ん。憲法１５条の解釈の問題です。憲法は社会科の一分野として、小学校６年生の初めに、そして中学３年生の夏頃に

学びます。そこでは、「世界で最も傑出した日本国憲法」を、その「３大原則」を中心に学ぶことになります。 

その憲法１５条には「政治家を含む公務員の在り方」に関する規定があります。その内容は、「政治家を含む公務員

は、国民の奴隷＝公僕（こうぼく）であって、国民に人生を奉仕するものでなければならない」という内容が規定され

ています。つまり国民の福祉＝幸せに尽くすことが公務員の職責であるという規定があるのです。（全体の奉仕者論）。 

ところが実際の政治家の多くは、自分たちは国民に選ばれた、特別の、とってもえらいエリートであると考えてお

り、国家公務員も、高級官僚と呼ばれて、特に偉い国民の指導者であると意識している人たちが多いというのが現実

です。つまり、憲法をもとにして選ばれている公務員の多くが、憲法１５条を理解していないということになるので

す。「自分たちが偉い選良である」という意識は、勘違いも甚だしいということです。 

それでは憲法に即した「立派な公務員はとはどうあるべき」なのでしょうか？答えは簡単です、それは「日々生きる

ことに苦労をしている人たちを助けようという姿勢」なのです。思想的には自由主義社会＝経済的には資本主義社会

では、個人は自分の責任で生きていかなければなりません。しかしそれはたやすいことではありません。他方でお金

がある人たち≒資本家と呼ばれる人たちは、その経済力で、とりあえず人並み以上の生活を維持しながら生き抜くこ

とはできます。この視点から「公務員のあるべき立場」が見えてきます。それは「生きることに苦労をしている人たち

に対して、国家でできる最大限の助力をすることが公務員のあるべき態度（＝心構え」である」と言えるでしょう。 

日本の現在の政治の指導者の姿を見ると、政治家や公務員人にはふさわしくないたりがたくさんいることがあなた

達小学生や中学生でもわかることが多いと思います。このような日本の姿に、すこしは怒りを感じる必要があるでし

ょう。そのうえで、国民主権主義＝民主主義の時代です。憲法１５条を参考にして、あなた達日本国民に最も望ましい

政治家や公務員を選んでみませんか？とりあえずは「投票」と「日々の政治活動」を通じて。 
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＜ 「医師や看護師の奮闘」から・・・実態がある仕事を目指しましょう ＞ 

現在世界中で、コロナ・ウイルスとの闘いが展開されています。そこでは医師や看護師が、患者を救済す

るために、文字通り自分や家族の命を懸けた闘いをしています。その姿はとても美しく誇り高い人間の姿だ

と言えるでしょう。 

他方で、この人たちを応援する歌手や芸能人やスポーツ関係の人が世界中にたくさんいます。私たち一般

の人間を勇気づけてくれますし、とてもありがたい存在だと言えるのかもしれません。 

しかしよく考えてみてください、芸能人やスポーツマンは、掛け声を発することはできても、現実に患者

を救済する能力はまったくないのです。同じように僧侶や神官や牧師や神父やラビも具体的に他者を助け

ることはできず、ただ祈ることしかできません。たとえ人間は意欲や信仰心のような「内面=心」が大切だ

と言っても、少なくともこの仕事では直接的に他者は救えません。 

今回のウイルス騒ぎを見ていて気が付きませんか？タレントやお笑い芸人は、実はとても非力な存在で

あり、根無し草の様な、そして泡のような、浮いた存在であることに。他方で本当に大切な仕事は医師や看

護師であり、各種の一次や二次の産品をつくり、それを動かしている第三次産業だということが。 

館長は、先生というあなた達の未来を預かる仕事をしています。そのような責任ある立場なので、いつも

「芸能人やタレントにあこがれてはいけない、スポーツはあくまでも趣味や楽しみの範囲にとどめておい

てください」と叫んでいるのです。いつも「踊り狂うような仕事にあこがれてはいけない」と若い世代のダ

ンスグループなどをいつも批判しています。彼らの存在も少しは必要だということは理解しています。しか

し今回のコロナ・ウイルスの惨禍の中で、改めて「自分たちが求めるべき本当に価値ある仕事は何であるか」

を考えるチャンスが巡ってきたと考えなおしてみませんか。 
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